




今は、
子宮頸がんを
予防できる
時代です！

☆若い世代で子宮頸がんが増えているのって、本当？
はい、子宮頸がんは、女性なら誰でも何歳でも罹りま

すが、近年、若い世代で増加しており、20代の女性の
死亡率では、最も高いがんになっています。

若い年齢で発症する子宮頸がんでは、HPV16/18型
の割合が80%をこえるため、HPVワクチンを希望され
る場合には、性交渉を行う前の思春期に接種すること
が最も効果的です。

性交渉の経験のある女性は、20歳を超えたら、定期
的な子宮がん検診をお勧めします。また、HPVワクチ
ンを接種していても、HPV16/18型以外のハイリスク
HPVが引き起こす子宮頸がんを予防できないので、子
宮頸がん検診をきちんと受ける習慣を身につけておき
ましょう。最近、HPVワクチン接種された方のほうが
、未接種の方に比べて、２０歳での子宮がん検診受診
率が上昇すると報告されており、早くから病気につい
て知っておくことは、予防できる病気をきちんと防ぐ
大切な行動につながると言えるでしょう。

☆子宮頸がん検診って、どんな感じ？
子宮の入口（頸部）の細胞をとって顕微鏡で観察して

、がんや前がん病変を疑う細胞の変化があるかを調べ
ます。細胞は、内診台に横になっていただいて腟の中
に小さい専用の器具をいれて、子宮頸部から採取しま
すが、痛みはほとんどありませんし、時間もかかりま
せん。

平成30年度の山口県の市町子宮がん検診では、受診
率は16.8%と低く、精密検査が必要とされた方の3割
は精密検査を受けておられず、問題です。子宮頸がん
検診で精密検査が必要といわれると、がんなのかと怖
くなりますが、要精検で「がん」であった割合は、1.7
％でした。精密検査で見つかる病気のほとんどは前が
ん病変で、自然に消えていく経過を確かめることで、
進行がんを防ぐことにつながるのです。また、がん検
診がきっかけでみつかる子宮頸がんは、比較的早期な
ものが多く、治療で十分治る可能性が高いので、きち
んと精密検査を受けましょう。進行した子宮頸がんで
みつかる場合の多くは、定期的ながん検診や精密検査
を受けておられないという現状があります。

日本の子宮がん検診受診率は、世界各国と比べて非常
に低い状況が長年続いており、山口県のがん検診受診率
は全国レベルよりもさらに低いのが現状です。

生来健康で、仕事を頑張ったり、これから妊娠を考え
たり、子育てを楽しんたり、とても輝いている20代～
30代（出産年齢）の女性が、突然、不正出血を認め、
産婦人科を慌てて受診。全く思いもしなかった進行子宮
頸がんの告知。仕事、子育て、治療の不安を抱えながら
のがん闘病生活。治療のために赤ちゃんを産めなくなる
という本当につらい現実。これからも治療に伴う、尿が
出にくくなったり、脚がひどくむくんだり、といった重
い後遺症と一生付き合わなければいけない日々。

子宮頸がんで、様々な苦しい思いをされながらも、懸
命に頑張っておられる、多くの女性が身近にいらっしゃ
ることを、そして、同じようなことは、誰にでも起こり
えることを、日々診療に携わっている産婦人科医として
、すべてのみなさんに知っていただきたいと思います。

「がん検診、きちんとうけておけばよかった。
授かった赤ちゃん、産めてたかもしれないのに。
いまでは、周りの人たちに子宮がん検診受けるように、
すすめています。私と同じような大変な思い、絶対に
誰にもしてほしくないので.。」

子宮頸がんは、「本来予防すべき疾患」です。
2020年の節目を契機として、子宮頸がんという重大

な病気を知っていただくこと、子宮がん検診の普及、そ
してHPVワクチンの正しい情報の提供に力を注ぐこと
が、かかりつけ産婦人科医の大切な務めの一つであると
日常診療を通じて改めて強く感じております。

人生100年時代、一生涯を健康に過ごすためには、
婦人科検診を含めた自分自身のからだの定期的な管理は
とても大切なことです。病気を知ることで健康を守りま
しょう。

山口県産婦人科医会

☆頸がんを防ぐための大切なこと、わかった！
「HPVワクチン接種」と「子宮がん検診受診」の二

つの手段で、ウイルス感染が引き起こす頸がんを、防げ
るようになっているのです。

子宮頸がんは、“防げる病気”であることを一人一人
が知っていることが大事です。

心配なことやわからないことがございましたら、
お気軽にご相談ください。




